
郡山市の人口動向

 ※国のワークシートにより、各グラフを作成
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若者を中心とした人口流出
バブル崩壊により地元

で就職する者が増加

・若い世代では、進学・就職等により、転出超過

となる傾向があり、特に「2005年→2010年」は顕
著となっている。

・バブル崩壊後の景気低迷期では、地元回帰

の傾向が強く転入超過となっている。

20代が
転出超過
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郡山市の人口推移

社人研による推計値

1965年（昭和40年） 合併

1997年（平成9年） 中核市に移行

2011年（平成23年） 東日本大震災

・総人口のピークは339,181人（2004年）

・震災により大幅減少、2013年9月より増加

・2015年6月1日現在、329,270人

2004年（平成16年）総人口ピーク

・合計特殊出生率：1.45（2013年）
・2010年時点の人口割合

年少人口（0～14歳）：14.6％

生産年齢人口（15～64歳）：65.0％

老年人口（65歳～）：20.4％

62
45

70

52

100

153

135

86

68

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 （年）

増え続ける老年人口割合・減り続ける年少・生産年齢人口割合

0～14歳 15～64歳

65歳以上 総数

・老年人口は2045年まで増加し、
その後減少。

・年少・生産年齢人口は、今後一

律減少となる。
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・転入元は、県内からが大半を占

める。
・転出先は、いずれの年も東京圏

への割合が多く、震災以降は東北

圏への転出も増加。
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